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第 43 回 南島学らいぶとーく

持てる者は持てるだけ （カンパ制）
( 懇親会参加の方は別途 2500 円前後 )

武蔵野市本町コミュニティセンター第 2 会議室（3F）
東京都武蔵野市吉祥寺本町 1-22-2 ／吉祥寺北口（JR 中央線・
井の頭線）徒歩 3 分　※今後トカラ塾の会場は吉祥寺です

（稲垣一雄）

※懇親会のみ参加の方は上記アドレスにご連絡ください。

文化結社 トカラ塾（http://www.tokarajuku.sakura.ne.jp/）

― よはてん，よあて，ゆわてー，よーてー，よこあて，おがみ，クレオパトラ・アイランド ―

横当島は有史以来，無人島とされてきた。
たしかに恒常的な人の生活の場ではなかったが，釣りなどのレジャーや漁業地として，あるいは
調査地として選定され，何度も人が渡島している。
稲垣尚友さんも 1967 年，国土地理院の調査に随行して 6 泊 7 日間渡島し，横当島の数少ない
貴重な情報を記録している。
私は2014年に初めて渡島することができ，沖縄の近世の焼物である壺屋焼を採集することができた。
なぜこの焼物がここにあるのかを調べ始めて毎年渡島するうち，この島が意外にも面白い歴史を
もっていることを知ることができた。
今回，中間報告ではあるが，江戸時代から昭和にかけての隠れた歴史を紐解き，横当島の特性を
明らかにしてみたい。

講師 : 新里貴之（鹿児島大学埋蔵文化財調査センター）

5 月 27 日 ( 金 ) 午後 6 時から 8 時

吉祥寺本町コミュニティセンター

国土地理院の電子地形図 25000『横当島』を掲載


